月例山行　初冬の飯豊（飯豊本山）

と　　き：　平成３０年１１月３日（土）～４日（日）　　　　　　　　島　記
メンバー：　本隊　ＣＬ島（車・記録）、ＳＬ外山（装備）、寺尾（会計）
　　迎え　佐藤（寿）、富樫、波多野（記録）、佐藤（健）、中澤（車）、舟山、渡辺
時間記録
１日目　豊栄地区公民館６：０３　秡川駐車場８：００　発８時１３分　休憩９：１３　松平峠１０：１１　休憩１１：０８　稜線１１：３５　三国小屋１３：１０　七森１４：１４　休憩１４：２０　種蒔山１４：５４　休憩１５：０７　切合小屋１５：３２　就寝２０：４５
２日目　起床４時３０分　発６時０５分　草履塚６時５６　姥地蔵７時１０分　本山小屋８時１８分　本山８時４３分　１０時御秘所　切合小屋１１時００分　休憩１２時３０分　三国小屋１３時３０分　疣岩山１４時２５分　分岐１４時４５分　休憩１５時１２分　松平峠１５時３２分　休憩１５時５０分　下山１７時　中公１９時５１分
概　　要
１０月中旬、ＣＬの中村（尤）さんから腰が悪くＣＬを替わってくれとの電話あり交代する。中村さんから外山さんにも連絡がありＳＬは外山さんになる。
３１日の準備会には５人集まり、本隊３人、迎え支援２人となる。寺尾さんは冬用シュラフを富樫さんからその場で借りる。前日のラインでは迎え支援は７人になった。天気予報は２日とも晴れ。
１日目
公民館で島の車に外山さんと寺尾さんの２人乗りこみ出発。車のＧＰＳは大阪屋で登録すると下弥平四郎が表示された。五頭への道を通り４７号線を福島県に入り弥平四郎集落への山道を進む。土のデコボコ道でけっこう長い。
木々の紅葉が進んでいる。稜線が見えてくると一部雪で白いのがわかる。
秡川の駐車場には３台あり。周りは紅葉の盛りで美しい。支度して出発。久しぶりに泊りのシュラフ、食料４食分などで荷は１８キロほどになる。
外山、寺尾、島の順。駐車場から来た道を少し戻り看板から左側の川沿いへ下って行く。木の橋を渡り、２０分程で２階建ての秡川山荘の前を通る。紅や黄の葉の鮮やかな道を進む。道は枯れ葉で埋まっていて歩くと音を立てる。木の根は滑る。へつり道も多く右手の枝につかまりつかまりして左側の崖に滑らないよう注意して進む。
気が付くと前の寺尾さんは首のあたりが大汗だ。メガネが曇るらしくしきりに汗を拭いて眼鏡もふく。
稜線が望める所に来る。上部には雪があり白い。
急登を登り稜線に出ると、大日から本山への白い連なりが美しく見えてくる。小さな黒い点は御西小屋のようだ。
松平峠で休憩。寺尾さんは靴を替えたので右踵がすれてきたと言う。靴下を脱いでかかとの皮膚が赤くなっている部分にカットバンを２枚貼る。まだ水ぶくれにはなっていないが痛そうだ。そこから雪が登山道にも出てくる。上から降りてきた２人の若い男性は日帰りで小屋まで行ってきたと言っていた。
稜線に上がった分岐での休憩時にパン、おにぎりなど食べる。
分岐から右へは雪の上に今日通った足跡は無かった。先ほどの２人は小屋までは行ってないらしい。稜線に出て見晴らしが利いてくる。大日岳は白く反対側の磐梯山の三角形は黒く積雪は見えない。雲海が町や田を覆っている。１１時半になったので昼食、島はカップヌードル。外山さんからテルモスのお湯を頂く。疣岩山に来ると黒い三国小屋が下に、ずっと奥に白い飯豊本山も見える。しかしまだ遠い。三国小屋までだいぶ下がってまた登り返しも２回ほどある。
三国小屋に着くと、会津からという男性１人女性２人の若者が外にいて、昼食を終えた跡があった。剣が峰を越えてきて、まだ２時前だが今日はここに泊まるという。上の切合小屋へ今日新潟から３人来るという話を聞いたという。豊栄以外に新潟から来る人がいるらしい。切合から上は足跡も少なく５０㎝程もぐる所もあるなど聞く。外山さんは７７歳と話したらびっくりし、正月の飯豊本山にもここを通って登ったと話したらまた驚いていた。
急傾斜の雪道を下り、また登りが続く、切合小屋まで遠い。寺尾さんは大分疲れてくる。
見慣れた大日杉からの分岐に来て、標識が見えてくる。右手の谷は御沢だ。あと少しだ。
やっと小屋が見えた。１階入り口は５０㎝程の雪で埋もれて入れない、男性２人が入口の戸の前をスコップで除雪していた。ハシゴを登って２階の窓から入る。三菱ガス化学の３人、他に会津からの３人の先客がいた。後からまた２人来られたが、もう２階は場所が無く階段で下に行ってもらった。
島と外山さん、寺尾さんのシートを敷き、外山さんがガソリンコンロを、島もガスを出して、早速、下から雪をコッヘルに入れて持ってきて水を作る。外山さんが持参した玉ねぎやキャベツと肉を炒めてくれる。島からは茹でたフランクフルトやつまみの乾き物を提出、缶ビールで乾杯して明日の登頂を祈る。寺尾さんからブランデー、島から梅酒、外山さんから焼酎が出る。三菱ガス化学の３人は６回ほど冬の飯豊の経験があるようだ。隣に行って彼らとも話したが、お一人は６３歳など近い年代だった。
夕焼け時には、雪の本山や大日がバラ色に染まるのを見に行く。
夜は月も雲も無く星がきれいで天の川も冬の星座も流れ星も圧巻だった。下界には喜多方かな、街明かりが連なっていた。
三菱ガス化学の３人は明日の朝６時に出発して頂上まで行くと話していた。こちらは６時半出発の予定。疲れていて早めに就寝。
３時過ぎにトイレに起きて外に出て見たが、月はあるも晴れて獅子座、大熊座、かに座のプレセベもよく見えた。
２日目
真っ暗な４時過ぎに外山はもう起きてガソリンコンロで火をつける。まだ暗いが他の隊の人も起き出してくる。外の固い雪を持ってきて水作り。昨夜の酔いが残っていてあまり食べたくない。余分な荷を出して残し軽くなったザックを担いで、朝食は途中で食べる事にして６時過ぎに出発。雪は凍みている。先行者の足跡はしっかりついているのでワカンもいらない。谷筋で、たまにズボッと５０㎝ほどもぐる。姥権現は頭だけ雪から出していた。御秘所では積雪があり夏と違い足を置く箇所もわかりにくい。雪の御秘所は初めての寺尾さんはこわごわ進む。御前坂は、角度の急な岩場の雪の足跡が凍っていて滑るところもあり、ジグザグな先行者の足跡を辿るが岩もある。下りはこの一部の凍みた急傾斜ではアイゼンが無いと危険と思われ、他の隊のようにアイゼンを持参すればよかったと思う。途中、外山さんが先頭を譲る。
本山小屋に着くと三菱ガスの３人他が休んでいる。こちらも少し休憩して凍みたおにぎりなど食べる。そこから頂上まで１５分程の雪上の稜線だが風が強かった。よく晴れているが左の海側からの風がとても強い。頂上の黒い標識はエビのシッポが３０センチ以上、海の方角に発達していた。切合小屋前で写真を撮っていた背の高い男性が、ドローンを飛ばせていた。こんなに風が強いのにドローンは飛ばされもせず空中で停止したままの時もあった。地面を離れていろいろな角度で写真を撮っていたようだ。居合わせた男性に島のスマホで３人の記念写真を撮ってもらったらスマホが電池切れになった。やまっぷで地図をダウンロードして来てスタートを押してきたが、途中で写真もバンバン撮ったのも影響しているらしい。支援隊との連絡は無線の予定だが、いざという時のスマホによるメールや携帯電話での連絡はできなくなった。本山からは懐かしい新潟の方角が見える。二王子や新潟市方面も大日岳の右側に薄く見えた。北股から朳差方面への連なりも白い。真下のダイグラ尾根は下へ行くにつれ途中から雪が無くなり樹々が葉を落とした白やこげ茶に変わりさらに紅葉へと連なる。
ボールペンも本山小屋からの帰りで落としたようだ。御前坂の下りは雪がグサグサになってきていて危なくなかった。
交信予定の１０時には御秘所を過ぎたあたりだったが、前面にそびえる草履塚で遮られているのか無線は通じなかった。その後もなかなか電波が入らなかった。たまに健吾さんや寿子さんの声が入るが、こちらの送信がうまくいかない。その後やっと寿子さん達は疣岩山にいる事はなんとか聞けた。
切合小屋に戻り１１時なので、先にラーメンを食べている三菱さんを真似て昼食。最後に箒で掃除して出る。重いザックは先に降りた島に手渡しで降ろす。
三国小屋で荷を下ろし休んでいて島が小屋の後ろ側に回ったところ、「おーい」という声が遠くからする。見ると、向こうの頂上に小さく数人が手を振っている。寿子さんだ。疣岩山まで来て待っていてくれた。
外山さんが先行し登って行っていくつか峰を越して疣岩山で再会。遅れて寺尾さんと島が到着。万里子さんや舟山さん、波多野さんが握手してくれる。バナナや缶ビール、さわし柿、チョコなど頂く。時間が遅いので会えないかと思っていたが待っていてくれた。嬉しかった。疲れて遅くなる寺尾さんの荷を少し支援の人に分けて持ってもらう。
下り、支援隊と外山さんは先に降りて行くが、寺尾さんはバテて足が出なくなる。大汗もすごく休んでは眼鏡を拭く。途中何回も休み、とうとう暗くなる。ヘッドランプを入れた荷を支援隊に預けたという。ランプのある島が先になって歩き、橋の大分手前でやっと外山さんが強力なＬＥＤライトを持ってきてくれたのに会う。健吾さんも途中まで迎えに来てくれた。
車道で待機する中澤さんの８人乗りバンに他の支援の皆さんは乗って待っていてくれた。寺尾さんは４月の入院３週間もあり体力が元に戻っていないのもある中、相当疲れたと思われるがよく我慢して歩き通してくれた。中澤車を先頭に出発して、津川のコンビニで休憩した時、途中で買い物のある中澤車と別れる。
遅いので予定していた風呂は無しで帰る。清算は１６日例会で。
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初冬の飯豊（迎え支援）
　　　　　　　　　　　　　　　波多野　記
と　　き　平成３０年１１月４日（日）
メンバー　佐藤（寿）（会計、無線）、富樫、佐藤（健）（コースリーダー）、渡辺（万）、中澤（車、写真）、舟山、波多野（記録）
時間記録
　豊栄地区公民館５時１０分　阿賀の里５時５５分　コンビニ６時１８分　大阪屋７
時００分　秡川駐車場７時３０分　発７時５０分　秡川山荘８時０７分　テント場
９時４３分　松平峠１０時２０分　疣岩分岐１１時３８分　疣岩山１１時５９分　
再会１４時１７分　下山１４時３５分　疣岩分岐１４時４６分　松平峠１５時１８
分　秡川駐車場１６時５０分　本隊到着１７時２９分　発１７時４２分　阿賀の里
１９時１９分　豊栄地区公民館１９時５３分
概　　要
用事で寿子さんに電話したところ、寿子さんは迎え支援に参加すると聞く。私は少し気が進まず準備会にも行かずにいた。それでも地図上の時間等は調べた（記録確認　平成１６年６月の山菜賞味山行、三国岳一泊二日）。翌朝、寿子さんからの連絡で迎え支援が６人になったと聞き、どうにも行きたくなり頼んで参加した。
４日、中澤さんの大きい車に６人とザックを載せて、まだ暗い早朝に出発する。阿賀の里で富樫さんと合流して、７人、闇が白んできた。途中のコンビニで朝食とトイレタイム。大阪屋を過ぎて林道は悪路で車の下部がこすれて思わず声が出る。祓川駐車場には島リーダーの車と他３台の車があった。夫婦連れか２人が先行する。
７時２０分、支度して健吾さんを先頭に出発する。懐かしい秡川山荘が紅葉の中でひっそり出迎えてくれた。８時２０分体温調節、コシアブラが薄いクリーム色に透けて花に見えた。尾根道は雨が降ったのだろうか落ち葉がかぶり見えづらく滑りやすい。空は段々と青色が濃くなって素晴らしい天気だ。驚きの歓声で振り返ると左下に雲海が山々にかぶり広がって見えた。９時４３分テント場着。ここは狭くて片側は切れ落ちて危ない所だ。１０時無線交信、何か話しているが声が小さ過ぎて聞こえない。寿子さんが何回も頑張って試みるが交信できなかった。
１０時２０分松平峠着、横に割れた木の標識が木にくくってある。後の山並みに遠く三角形の会津磐梯山が見えた。「枯れ木は山の産毛だね」と寿子さんが表現する。１０時２６分出発。単独の男の人と会う。聞けば疣岩分岐から雪があるとのことで、途中で引き返してきたと言う。靴には滑り止めが着いていた。祓川駐車場で先行した夫婦連れは鏡山に行ったのだろうかと話が出た。１１時過ぎに無線交信をするが繋がらなかった。１１時３８分、言われた通り疣岩分岐辺りから雪があり、今年初めての新雪を踏み嬉しかった。
また標識あり、左は獅子沼、右折して２０分程歩くと疣岩山に到着した。私はいつも山頂に立つと万歳三唱をしてしまう。１２時過ぎに交信するがまた繋がらなかった。三国小屋に向かい携帯電話をかけてみるが電源が切ってあるのか通じない。呼んでみる。いたら解りそうな気がした。山頂は細く木の標識（縦１５㎝×横４５ｃｍ位、白文字）が針金で丸太に括り付けてあった（松平峠も同じ）。雪の無い辺りで昼ごはんにする。美味しそうなおかずが次々に回ってきて楽しいひと時。おかずの入った皿を黒い毛虫があっという間に横断して行った。寿子さんのカップ、健吾さんの服の中にもいそうだった。やっと無線が通じる。島リーダーが「今、種蒔山の尾根にいる」、寿子さんが「疣岩山」。よく確認が取れないまま途切れてしまった。私も繋がらないと思いながら携帯でメールを入れてみた。
三国小屋に向かって「島さーん」と思いっきり呼ぶ。富樫さんも「おぉーい」と呼ぶ。笛も吹いてみる。
１３時４５分、何か黒い影がこっちに向かい移動している。しゃがんだ？１人だ上半身が大きい、大きなザックだろうか？ここに着いたら話を聞こうと皆で言いながら一点を見る。わからない、見えないという人もいた（双眼鏡が欲しい）。木々の中の尾根道に入って見えなくなった。しばらく出て来るのを待つが、なかなか姿が無い。あれは熊？熊しかいないと思った。１０分後くらいに又黒い影が見える。こっちに向かっている。外山さんだと誰か確認した。呼ぶ。離れて島リーダーと寺尾さんを確認。手をフルト手を振って答えてくれた。皆がホッとした瞬間だった。
１４時４７分、外山さん疣岩山で合流、大分遅れて島リーダー、寺尾さん、拍手で迎える。寺尾さんは疲れている様子だ。本隊は差し入れを旨そうに口に運び笑顔だ。もう少しゆっくり休んでもらいたいがタイムリミットだった。
１４時３５分下り始める。迎え支援が少し荷を貰う。女性群が先行する。尾根道は乾き、落ち葉も小さく丸まって歩きやすかった。１５時１８分、松平峠で一服する。下るにつれて尾根道は滑り、転ぶ、落ち葉で道が隠れ解りにくい所もあり、先行者の後について歩ける事に感謝した。秡川山荘の辺りは薄暗くても綺麗な紅葉だった。橋を渡り登った所で、「先に駐車場に行ってて」との外山サブリーダーの指示。外山さんと健吾さんが残って島・寺尾さんを待つことに。ヘッドランプを点けた。すぐ林道に出て右折して４０ｍくらい坂を歩き１６時５０分祓川駐車場に着いた。着替えて車で移動し登山口をライトで照らして待つ。
１７時２９分、島リーダー、健吾さん、遅れて外山さん、寺尾さん着、支度して出発。阿賀の里で富樫さんと別れる。１９時５３分豊栄地区公民館着。
本隊、迎え支援、車を運転してくれた島さん、中澤さん、他８名の皆様、大変お疲れさまでした。天気に恵まれて紅葉も最高でした。ありがとうございました。
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